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競技規則の中で、次の符号が使われている。

＊ 第８条 プレーの開始および再開の「特別な状況」の規定を参照する。



第1条 競技のフィールド

１. 競技会規定のもとで行われている試合中に、クロスバーが破損し、修理また

は交換の方法がない場合は、その試合は中止とすべきか？

中止すべきである。クロスバーはゴールの一部であり、常に設置されていな

ければならない。

2. フィールドを破線または溝でマーキングすることは許されるか？

許されない。

3. ゴールキーパーまたは他の競技者が足で認められていないマークをフィール

ドに付けた場合、主審のとるべき処置は何か？

試合開始前に主審がこのことに気づいた場合は、反スポーツ的行為により反

則した競技者を警告する。

試合中に主審がこのことを行っていることに気づいた場合は、主審はボール

が次にアウトオブプレーになったときに反スポーツ的行為により反則した競

技者を警告する。

4. 第１条で認められていない追加のラインをフィールドにマークしてもよい

か？

マークしてはならない。第１条で認められているラインのみをフィールドに

マークすることができる。

5. コーナーキックが行われるときに、守備側チームの競技者は、コーナーアー

クから9.15ⅿ(10 s)の地点のフィールドの外側にゴールラインに対して直

角に描かれたマークより近づくことができるか？

これらのマークは任意のものであり、主審の目安のために用いられる。すべ

ての守備側チームの競技者はボールがインプレーになるまで少なくともコー

ナーアークから9.15ⅿ(10 s)離れていなければならない。

6. ゴールネットは義務付けられているものか？

義務付けられていない。しかし、可能な限り取り付けることが奨められる。

また競技会規定によって必要とされる場合もある。



7. 第１条の国際評議会の決定事項４では、タッチラインから１ⅿ以内にはいか

なる商業広告も認められないと規定されている。この距離はゴールラインの

外側に設置される商業広告に対しても義務付けられているか？

義務付けられている。商業広告はフィールドの境界線から少なくとも１ⅿ離

れていなければならない。



第2条 ボール

1. 試合中に使用するために予備のボールをフィールドの周辺に置いてもよい

か？

それらのボールが第２条の要件を満たしており、主審がその使用について管

理下においているならば、置いてよい。

2. 相手競技者を打つためにボールを使用した場合、ボールは物とみなされるか？

みなされる。

3. 試合中に別のボールがフィールドに入ってきた。主審は直ちにプレーを停止

すべきか？

その別のボールは外部からの要因と見なされ、そのボールがプレーの妨げに

なる場合、主審は試合を停止する。試合が停止されたときにボールがあった

地点でドロップボールによりプレーは再開される。

それ以外の場合、主審はできるだけ速やかにそのボールを取り除かせる。

＊印：競技規則第８条の特別な状況を参照。以下同じ。



第3条 競技者の数

：2005年競技規則の改正に基づき回答を修正。以下同じ。

1. 競技者が意図せずにフィールドの境界線を越えた。その競技者は主審の承認

を受けないでフィールドを離れたとみなされるか？

みなされない。

2. ボールをドリブルしている競技者が、相手を抜き去るためにボールはフィー

ルド内で体だけはタッチラインあるいはゴールラインを越えて出た。主審は

どのような処置を取るか？

プレーを続ける。フィールドの外に出たことはプレーの動きの一部とみなさ

れる。ただし、一般的には競技者はフィールド内に留まっていることが望ま

しい。

3. 交代要員はいつ競技者になるか？

交代要員が交代の手続きに従ってフィールドに入った直後。

4. 競技会規定のもとで行われる試合が開始される前に、競技者が主審に通知す

ることなく登録されている交代要員と入れ替わった場合、この交代要員は試

合に参加し続けることができるか？

できる。その競技者は反スポーツ的行為により警告される。主審はアドバン

テージを適用するかまたはプレーを停止する。

警告を与えるためにプレーを停止した場合は、プレーを停止したときにボ

ールがあった地点で相手チームの間接フリーキックにより試合を再開する。

5. 試合に出場していない交代要員の１人がフィールドに走り込み相手競技者を

乱暴にけった。主審のとるべき処置は何か？

主審は試合を停止し、乱暴な行為によりその交代要員に退場を命じレッドカ

ードを示す。プレーを停止したときにボールがあった地点で相手チームの間

接フリーキックにより試合を再開する。

6. 交代されそうになった競技者がフィールドを離れることを拒否した。主審の

とるべき処置な何か？

このことは主審の管轄外なので、主審はプレーを続けさせる。



第3条 競技者の数

7. 主審は登録されていない交代要員がフィールドに入ることを許し、その者が

得点した。主審のとるべき処置な何か？

7-1. 試合が再開される前に主審がその誤りに気付いた場合：

得点は与えられない。主審はその者にフィールドから離れるように指示する。

交代によって退いた競技者はフィールドに戻ってもよいし、他の登録された

交代要員と交代してもよい。ボールがゴールに入った地点に最も近いゴール

ラインと平行なゴールエリアのライン上でドロップボールによりプレーを再

開する。

7-2. 試合が再開された後に主審がその誤りに気付いた場合：

得点は与えられる。主審はその者にフィールドから離れるように指示する。

交代によって退いた競技者はフィールドに戻ってもよいし、他の登録された

交代要員と交代してもよい。主審は試合を続け、その状況を関係機関に報告

する。この処置のためにプレーが停止された場合は、プレーが停止されたと

きにボールがあった地点で、相手チームの間接フリーキックにより試合を再

開する。

7-3. 試合が終わってから、主審がその誤りに気付いた場合：

得点は与えられる。主審はその状況を関係機関に報告する。

8. 交代要員が主審の承認を得ずにフィールドに入り、その交代要員のチームは

１人多い人数でプレーしている。ボールがインプレー中に、相手競技者がそ

の交代要員を乱暴に殴った。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、乱暴な行為を犯した競技者に退場を命じ、主審の承

認を得ずにフィールドに入ったことにより交代要員を警告し、フィールドか

ら離れるように指示する。プレーが停止されたときにボールがあった地点で、

相手チームの間接フリーキックにより試合を再開する。



9. No.8の競技者がNo.12の交代要員と交代しようとしている。No.8の競技者がフ

ィールドから離れ、No.12の交代要員がフィールドに入る前にタッチライン上

にいる相手競技者を乱暴に打った。主審のとるべき処置は何か？

No.12の交代要員に乱暴な行為により退場を命じ、レッドカードを示す。

No.8の競技者は他の資格のある交代要員と交代してもよいし、あるいは交代

が完了していないので競技者としてプレーを続けてもよい。

10.

10.1. 競技者が主審に通告しないでゴールキーパーと入れ替わった。主審がそれに

気がついた時のとるべき処置は何か？

10.2. 後半になって新しいゴールキーパーが自分のペナルティーエリア内で手でボ

ールに触れた。主審のとるべき処置は何か？

両ケースとも主審はプレーを続けさせ、次にボールがアウトオブプレーにな

ったときに両方の競技者を反スポーツ的行為により警告する。

11. 交代する競技者がフィールドから離れ、主審が交代要員にフィールドへ入る

合図をした。しかし、交代要員はフィールドへの入場についての第３条に記

されている手続きを無視して、フィールドに入る前にスローインを行った。

この手続きは許されるか？

許されない。第３条に記されている交代の手続きがまず完了されなければな

らない。交代して入る競技者はプレーの停止中にハーフウェーラインのとこ

ろからフィールドに入らなければならない。

12. ハーフタイムのインターバル中に、競技者が登録された交代要員と交代する。

どのような条件が遵守されなければならないか？

主審に通告し、その交代して入る競技者はハーフウェーラインのところから

フィールドに入らなければならない。



第3条 競技者の数

13. 自陣ゴールの後方でウォームアップしている交代要員がフィールドに入り、

足でボールがゴールに入るのを防いだ。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、反スポーツ的行為により交代要員を警告する。プレ

ーが停止されたときにボールがあった地点で、間接フリーキックにより試合

を再開する。

13.1. 交代要員が手で得点を防いだ。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、意図的に手でボールを扱い相手チームの得点を阻止

したことにより、その交代要員に退場を命じる。プレーが停止されたときに

ボールがあった地点で相手チームの間接フリーキックにより試合を再開する。

14. 交代要員が味方競技者と交代して、試合の始めからゴールキーパーとしてで

はなくプレーしている。主審には通告されていない。この競技者が意図的に

手でボールをプレーした。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、反スポーツ的行為によりその交代要員を警告する。

交代の手続きを正しく完了させるため、その交代要員にフィールドから離れ

るよう指示する。プレーが停止されたときにボールがあった地点で、相手チ

ームの間接フリーキックにより試合を再開する。

15. 交代要員が試合の始めから味方競技者と交代してプレーしている。主審には

通告されていない。相手競技者がその交代要員に対してファウルを犯した。

主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、反スポーツ的行為によりその交代要員を警告する。交

代の手続きを正しく完了させるため、その交代要員にフィールドを離れるよ

うに指示する。また、主審はその相手競技者に反則に応じて警告をするか退場

を命じることができる。プレーが停止されたときにボールがあった地点で、相

手チームの間接フリーキックにより試合を再開する。

16. 交代によって退いた競技者が主審の承認を得ずにフィールドに入った。主審

のとるべき処置は何か？

アドバンテージ条項が適用されない場合には、主審はプレーを停止する。主

審は、反スポーツ的行為によりその競技者を警告し、フィールドから離れるよ



うに指示する。プレーが停止されたときにボールがあった地点で相手チーム

の間接フリーキックにより試合を再開する。

17. 主審の承認を得ずに試合に参加している交代要員が得点した。プレーを再開

する前に主審はこのことに気付いた。主審のとるべき処置は何か？

得点は与えられない。その競技者を反スポーツ的行為により警告し、交代の

手続きを正しく完了させるためフィールドから離れるよう指示する。ゴール

エリア内から相手チームの間接フリーキックにより試合を再開する。

17-1. 相手チームが得点した場合、主審のとるべき処置は何か？

得点は与えられる。反スポーツ的行為により違反した競技者を警告し、交代

の手続きを正しく完了させるため、フィールドを離れるよう指示する。試合

はキックオフにより再開される。

18. 交代によって退く競技者はハーフウェーラインのところからフィールドを出

なければならないか？

その必要はない。

19. ゴールキーパーがスローイン、コーナーキック、ペナルティーキックなどを

行うことは許されるか？

許される。ゴールキーパーはそのチームの競技者の１人である。

20. 試合中、ゴールキーパーが相手競技者を止めようとしてゴールから全力で走

ってきた。ゴールキーパーはボールをフィールドの外にけり出し、相手チー

ムにスローインが与えられた。ゴールキーパーは勢いでフィールドの外に出

てしまい、ゴールキーパーが戻る前にスローインが行われて得点された。あ

るとすれば主審のとるべき処置は何か？

いかなる反則も犯されていないので、得点が与えられる。



第3条 競技者の数

21. 競技会規定は、キックオフの前にすべての競技者を登録しなければならない

と規定している。一方のチームは９人の競技者のみを登録し、試合が開始さ

れた。プレーが開始された後に到着した他の２人の競技者は参加できるか？

参加できない。

22. 交代要員が登録されることなく試合開始前に競技者が退場を命じられた場合、

そのチームは遅れて到着した１人の競技者を補充して11人にすることができ

るか？

できる。

23. 試合開始前に一方のチームが主審に交代要員の氏名を届け出たが、これらの交

代要員はキックオフ後に到着した。主審はこれらの交代要員を認めるべきか？

認めるべきである。

24. ７人の競技者しかいないチームがペナルティーキックで罰せられて、その結

果、１人の競技者が退場させられチームは６人の競技者のみとなった。主審

はペナルティーキックを行うことを認めるべきか、あるいはキックを行う前

に試合を中止すべきか？

関係する加盟協会が競技者の最少人数について別の規定を定めていない限り、

ペナルティーキックを行わずに試合を中止しなければならない。

国際評議会の見解においては、いずれかのチームの競技者が７人未満である

場合、試合は有効とすべきでないとしている。

25. 競技者が７人しかいないチームから１人の競技者が治療を受けるためにフィ

ールドから離れた。主審のとるべき処置は何か？

競技者が治療を受けフィールドに戻るまで試合を停止する。その競技者が復

帰できない場合は、関係する加盟協会が競技者の最少人数について別の規定

を定めていない限り、試合は中止される。



26. 評議会の見解によれば、いずれかのチームの競技者が７人未満になった場合、

試合を続けるべきではないとしている。この数の制限を適用している競技会

において、一方のチームは11人の競技者がいるのに対して他方のチームが７

人の競技者のみであった。11人の競技者で構成しているチームがゴールへま

さにシュートしようとしたとき、７人の競技者のチームの１人が意図的にフ

ィールドから離れた。

26-1. 主審は直ちにプレーを停止しなければならないか？

その必要はない。アドバンテージ条項を考慮する。

26-2. ゴールへ入った場合、主審は得点を認めるべきか？

認めるべきである。

26-3. その後、主審のとるべき処置は何か？

得点されたあとフィールドを離れた競技者がキックオフに戻らなければ、そ

の競技者を警告し試合を中止して、関係機関に報告書を提出する。

競技者がフィールドに復帰した場合、主審の承認を得ず意図的にフィールド

を離れたことにより警告する。

27. 12人の競技者でプレーしているチームが得点をし、主審はプレーの再開前に

このことに気付いた。主審のとるべき処置は何か？

得点を与えない。ゴールエリア内から相手チームの間接フリーキックにより

プレーは再開される。 反スポーツ的行為により12人目の競技者を警告しフ

ィールドから離れるように指示する。

28. 12人の競技者でプレーしているチームと対戦しているチームが得点をし、主

審は試合の再開前にこのことに気付いた。主審のとるべき処置は何か？

得点を与える。反スポーツ的行為により反則した競技者を警告しフィールド

を離れるように指示する。

29. 競技者は飲水のために意図的にフィールドを離れることができるか？

競技者は試合の停止中にタッチライン上でのみ飲水できる。



第4条 競技者の用具

1. 両ゴールキーパーのシャツの色が同じであって、どちらのゴールキーパーも替

えるべきシャツを持っていなかった場合、主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを始めることを認める。

2. 第４条によれば、それぞれのチームの競技者およびゴールキーパーは他の競

技者と区別できるように異なる色のジャージまたはシャツを着なければなら

ない。ゴールキーパーは主審および副審と異なる色のジャージまたはシャツ

を着なければならないか？

着なければならない。競技者およびゴールキーパーは主審および副審と区別

のつくジャージまたはシャツを着なければならない。

3. 競技者がシャツを脱いで、下に着ている同じようなシャツを見せた場合、主

審のとるべき処置は何か？

主審はその競技者を反スポーツ的行為により警告しなければならない。

4. ゴールキーパーは、基本的な用具のひとつとして、長ズボンをはくことがで

きるか？

できる。

5. 試合中、競技者は負傷から自分を守るための用具を着用してもよいか？

第４条『競技者の用具』の要件（自分自身あるいは他の競技者に危険ではな

い）に適合しているならば、競技者は膝や肘を覆うパッド類やフェイスマス

クあるいはパッド付きのヘッドバンド類のような保護用具を着用してもよい。

6. 試合中、競技者はめがねをかけてもよいか？

プラスチックあるいは類似の素材でできた最近のスポーツめがねは、一般的

には危険であるとは考えられない。このような状況から主審はそのようなめ

がねの着用を認めることが望ましい。



7. 主審が競技者に装身具を外すように指示した。数分後、主審はその競技者が

まだ装身具を身につけていることに気付いた。主審のとるべき処置は何か？

その競技者は反スポーツ的行為により警告されなければならない。主審はそ

の競技者にフィールドを離れ、装身具を外すように指示する。

主審がプレーを停止した場合、プレーが停止されたときにボールがあった地

点で相手チームの関接フリーキックで試合を再開する。

8. 競技者が危険と考えられる装身具をテープを使って覆うことは許されるか？

許されない。

9. 競技者の靴が偶然に脱げてしまい、その直後にその競技者が得点をした。こ

れは認められるか？

認められる。その競技者が意図的に裸足になったのではなく、たまたま靴が

脱げてしまったのである。

10. 競技者とテクニカルスタッフの間、またはそれぞれの間で通信器具を使うこ

とは許されるか？

許されない。

11. 関係する加盟協会は第４条に修正を加えることができるか？

できない。第４条は『競技規則に関する注解』にある修正可能な事項に含ま

れていない。



第5条 主審

1. ボールが主審の顔に当たり、主審が一時的に審判ができない状態になってい

る間にボールがゴールに入った。主審は得点の状況を見ていなかったが、得

点を認めるべきか？

認めるべきである。ただし、副審あるいは第４の審判員が正しく得点された

と判断した場合に限る。

2. 試合中、観客の投げた物が、主審、副審あるいは競技者に当たり、その人が

治療を受けるためにプレーが停止された。主審は試合を続けることができる

か？

その出来事の重大さによって、主審は試合を続ける、プレーを中断する、あ

るいは試合を打ち切ることができる。主審はその出来事を関係機関に報告し

なければならない。

3. 夜間照明が不十分であると主審が判断した場合、主審にはプレーを停止する

権限があるか？

停止する権限がある。

4. 主将は重大な不正行為をした味方競技者を退場させることができるか？

できない。主審のみが競技者をフィールドから退場させることができる。

5. チームの主将は主審の決定について質問する権利を持っているか？

持っていない。主将もその他の競技者も、主審によってなされた決定につい

て異議を示す権利を持っていない。

6. 競技者が警告あるいは退場となる反則を犯したが、主審は相手チームにアド

バンテージを与えプレーを続けさせた。いつその競技者に警告を与える、ま

たは退場を命じるべきか？

次にボールがアウトオブプレーになったときに、主審はその競技者を警告し

なければならない、あるいは退場させなければならない。



7. 競技者が警告となる反則を犯したが、主審は試合を続けさせた。その後、プ

レーが停止され、最初の反則を犯したチームにフリーキックが与えられた。

そのチームの競技者が有利となるよう素早くフリーキックを行った。これは

認められるか？

認められない。主審はそのフリーキックを素早く行うことを認めず、プレー

が再開される前に最初の反則を犯した競技者に警告を与える。

8. 主審はハーフタイムのインターバル中あるいは試合終了後にイエローカード

またはレッドカードを示すことができるか？

できる。主審は、フィールドを去るまではこの行為を行うことができる。

9. 両チームの主将がハーフタイムのインターバルを取らないことに合意したが、

競技者の１人がインターバルを取る権利を主張した場合、主審のとるべき処

置は何か？

競技者はインターバルを取る権利を持っており、主審はインターバルを与え

なければならない。

10. 主審はチーム役員にフィールドの境界線から離れることを命じる権限を与え

られているか？

与えられている。たとえどのようなグラウンドで試合が行われている場合で

も、主審はそのような処置を取る権限を持っている。

11. チーム役員が不正行為を犯した。主審のとるべき処置は何か？

主審はその役員をテクニカルエリアおよびその周辺から、境界を仕切るフェ

ンス（そのようなフェンスがある場合）の後方へ退去させる。主審はその役

員の行為を関係機関に報告する。



第5条 主審

12. 副審はボールがタッチラインを越えたことを合図した。ペナルティーエリア

内にいる守備側競技者が攻撃側競技者を乱暴に打った。主審のとるべき処置

は何か？

守備側競技者に乱暴な行為により退場を命じ、レッドカードを示す。反則が

起きたときボールはアウトオブプレーであったので、主審はスローインで試

合を再開する。

13. 試合中に、主審が一方のチームが意図的に負けようとしていることに気付い

た場合、主審はいかなる対応をするべきか？問題のチームが同様の方法でプ

レーを続けていると気付いたならば、第５条の条項に従って主審は試合を終

了するという旨の注意を促すべきか？

この場合、主審には試合を停止させる権限はない。

14. ボールがインプレー中、両チームの競技者が同時に反則を犯した。主審のと

るべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、反則の程度によってそれらの競技者に警告をする、

退場を命じる。あるいは懲戒処置を取らない場合もある。反則が起きたとき

にボールのあった地点でドロップボールにより試合を再開する。

15. 観客が笛を吹いた。自陣のペナルティーエリア内にいる守備側競技者が、プ

レーが停止されたと思い、手でボールを拾い上げた。主審のとるべき処置は

何か？

主審はこの笛を外部からの妨害と見なし、試合を停止してドロップボールに

より再開するべきである。



第7条 試合時間

1. 負傷やその他の理由によって空費された時間を補うか否かを決定することは、

主審の判断に任されているか？

任されていない。主審は試合の前半、後半のそれぞれに空費された時間を追

加しなければならない。しかしながら、どれだけの時間が空費されたかは、

主審の判断に任されている。

2. 試合あるいはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するために延長戦が

行われる。競技者は延長戦のハーフタイムにインターバルを取る権利がある

か？

一般的には、競技者は通常の試合時間の終了から延長戦の開始までの間にイ

ンターバルを取る権利が認められている。競技会規定が別に定める場合を除

き、通常、延長戦の前後半の間にインターバルはとらない。

3. 前半または後半の終了時の追加される時間の表示は、その試合の正確な残り

時間を表しているか？

表していない。これは、試合の前・後半の終了時ならびに延長戦の前・後半の

終了時に追加される最少時間を表すものであって、主審が必要であると認め

た場合には時間が増えることがある。

4. 主審は前半における計時のミスを、後半に時間を追加するあるいは減じるこ

とによってつぐなうことができるか？

できない。



第8条 プレーの開始および再開

1. 試合に出場する競技者以外の人がキックオフを行うことができるか？

できない。ある種の試合（たとえば慈善試合、公開試合）において、試合に

参加していない人が式典でボールをキックすることが取り決められている場

合には、ボールをフィールドの中央に戻して、競技規則に従ってキックオフ

を行わなければならない。

2. ゴールキーパーは他の競技者とともにドロップボールに加わることができるか？

できる。いかなる競技者も参加することができる。

3. プレーがドロップボールで始められるときに、一方のチームの競技者が参加

することを拒否した。主審のとるべき処置は何か？

主審はドロップボールでプレーを再開する。ドロップボールで再開するため

に両チームがその場にいる必要はない。

4. プレーを再開するためにドロップボールを行うとき、ドロップしたボールが

競技者に触れることなくバウンドしてからアウトオブプレーになった。主審

のとるべき処置は何か？

主審は前と同じ地点でドロップボールによりプレーを再開する。



第10条 得点の方法

1. ボールが完全にゴールラインを越える前に主審は得点の合図をしたが、直ち

にこの誤りに気付いた。主審のとるべき処置は何か？

ドロップボールでプレーを再開する。



第11条 オフサイド

1. 相手ゴール方向へ素早く前進している競技者がオフサイドの反則で罰せられ

た。どの地点から間接フリーキックを行うか？

オフサイドポジションにいる競技者に対して味方競技者が最後にボールをパ

スしたとき、オフサイドポジションの競技者がいた地点からキックを行う。

2. オフサイドポジションにいるが、積極的にプレーに関わっていないことを主

審に示すためフィールドの外へ出た競技者を主審は罰するか？

罰しない。オフサイドポジションにいること自体は反則ではない。その競技

者はフィールドを離れる必要はない。

しかし、この競技者が戦術的理由でフィールドを離れ、再びフィールド内に

入ることによって不正な利益を得たと主審が判断した場合、その競技者を反

スポーツ的行為により警告する。

3. 守備側競技者が、相手競技者をオフサイドポジションにするため、自陣のゴ

ールラインを越えて出た。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを続けさせ、ボールが次にアウトオブプレーになったときその

守備側競技者を主審の承認を得ず意図的にフィールドを離れたことにより警

告する。

4. 攻撃側競技者が両ゴールポスト間を通過してゴールネットまで入った。それ

と同時に味方競技者がボールをゴールに入れた。次の場合、主審のとるべき

処置は何か？

4-1. ボールがゴールに入ったとき、競技者はゴールポスト間で静止していた。？

何の処置も取らない。得点を認める。

4-2. ゴールネットの所にいる競技者の行動が相手競技者を混乱させた。

得点を認めず、その競技者を反スポーツ的行為により警告する。

反則はフィールドの外で起こったので、プレーを停止したときにボールがあ

った地点でドロップボールによりプレーを再開する。



5. ペナルティーキックが行われるとき、味方競技者はオフサイドポジションに

いることが許されるか？

許されない。競技者はペナルティーマークの後方にいなければならない。

6. 競技者Aがオンサイドポジションにいる味方競技者Bにボールをパスしたが、

そのとき別の攻撃側競技者Cはオフサイドポジションにいた。プレーが続き、

その後、次のプレーの局面で競技者Bが競技者Cにボールをパスした。その時

点では競技者Cはオンサイドポジションにいて得点をあげた。主審のとるべ

き処置は何か？

競技者Cはオンサイドポジションにいてボールを受けたのだから、主審は得点

を認める。競技者Cは、最初の局面では積極的にプレーに関わっていないので、

オフサイドポジションにいたことによって罰せられることはない。

7. 味方競技者によってボールがオフサイドポジションにいる競技者にパスされ

たが、守備側競技者がそのボールに意図的に手で触れた。主審のとるべき処

置は何か？

オフサイドポジションにいる競技者が積極的にプレーに関わっていることに

よって主審が罰すべきと判断した場合、オフサイドの反則として間接フリー

キックで試合を再開する。

しかし、その競技者がオフサイドポジションにいることによって罰すべきで

はないと判断した場合、主審はボールを手で扱った競技者の相手チームに直

接フリーキックまたはペナルティーキックを与える。

8. オフサイドポジションにいるがどの相手競技者にも干渉していない競技者が

味方競技者によってパスされたボールに向かって走った。主審はその競技者

がボールに触れるまでその競技者を罰するのを待たなければならないか？

待たなければならない。主審は、オフサイドポジションにいる競技者がボー

ルに触れることによって最終的にプレーに干渉したかどうかを見極めなけれ

ばならない。



第12条 ファウルと不正行為

1. ペナルティーエリア内でドロップボールをしようとしているとき、ボールが

グラウンドに触れる前に守備側競技者が相手競技者を乱暴に打った。主審の

とるべき処置は何か？

その競技者を乱暴な行為により退場させ、ドロップボールでプレーを再開す

る。

2. ボールがインプレー中、同じチームの２人の競技者がフィールド上で互いに

反スポーツ的行為、もしくは乱暴な行為を犯した。主審のとるべき処置は何

か？

主審はその２人の競技者を警告するか退場させる。相手チームの間接フリー

キックでプレーを再開する。

3. ボールがインプレー中、ゴールキーパーがゴールラインとゴールネットで囲

まれたエリア内で相手競技者を乱暴に打った。主審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、ゴールキーパーを退場させる。プレーを停止したと

きにボールがあった地点でドロップボールによりプレーを再開する。

その出来事が起きたエリアはフィールドの一部ではないので、ペナルティー

キックは与えられない。

4. 攻撃側競技者がゴールキーパーを抜き去り、無人のゴールへボールをキック

した。守備側競技者が靴または類似の物を投げ、それがボールに当たり、ボ

ールがゴールに入るのを妨げた。主審のとるべき処置は何か

靴または類似の物は競技者の手の延長であると見なされる。プレーを停止し、

ペナルティーキックを与え、反則を犯した競技者に意図的にボールを手で扱

って得点を阻止したことにより退場を命じる。

5. 攻撃側競技者がゴールキーパーを抜き去り、無人のゴールへボールをキック

した。ゴールキーパーが靴または類似の物を投げ、それがボールに当たり、

ボールがゴールに入るのを妨げた。主審のとるべき処置は何か？

ゴールキーパーを反スポーツ的行為により警告する。ボールが靴または類似

同様の物に当たったとき、ボールがあった地点から行われる間接フリーキッ

クによって試合を再開する。



6. ゴールキーパー以外の競技者が自陣のペナルティーエリア内ですね当てを持

って立ち、ボールがゴールに入るのを防ごうとしてすね当てでボールを打っ

た。主審のとるべき処置は何か？

主審はペナルティーキックを与え、得点を阻止したことによりその競技者を

退場させる。すね当ては競技者の手の延長であるとみなされる。

7. 同様の状況で、問題となる競技者がゴールキーパーであった場合はどのよう

になるか？

主審はプレーを停止し、反スポーツ的行為によりゴールキーパーを警告し、

相手チームの間接フリーキックでプレーを再開する。

8. 治療を受けるためにフィールドを離れた競技者がフィールド内で相手競技者

をつまずかせた。主審のとるべき処置は何か？

その競技者を（主審の許可なしに）フィールドに復帰したことで警告する。

そのトリッピングが警告に値するならば、同じ試合の中で二つ目の警告を受

けたことで退場を命じる。直接フリーキック またはペナルティーキックで

プレーを再開する。

9. 競技者が主審の合図を受けることなくフィールドに入り、そして意図的にボ

ールを手で扱った。主審のとるべき処置は何か？

その競技者を主審の承認なくフィールドに入ったことにより警告する。より

重大な反則を罰するため、直接フリーキックまたはペナルティーキックでプ

レーを再開する。

その競技者が意図的にボールを手で扱うことで、さらに反スポーツ的行為も

犯していると主審が判断した場合は、その競技者に同じ試合の中で２つ目の

警告を受けたことにより退場を命じる。

その競技者が得点または決定的な得点の機会を阻止したと主審が判断した場

合は、その競技者に退場を命じる。



第12条 ファウルと不正行為

10. ボールをドリブルしている競技者が、すぐ自分の前に守備側競技者がいるの

を見て、ドリブルを続けるためにフィールドの外を走った。守備側競技者は

ドリブルを止めようとして、ドリブルしている競技者をタッチラインの外側

で押さえた。主審のとるべき処置は何か？

プレーを停止し、守備側競技者を反スポーツ的行為により警告する。プレー

を停止したときにボールのあった地点でドロップボールによりプレーを再開

する。

11. ボールがインプレー中、自陣のペナルティーエリア内に立っている競技者が

ペナルティーエリア外に立っている相手競技者に物を投げつけた。主審のと

るべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、物を投げつけた競技者を乱暴な行為により退場させ

る。反則の起きた地点から、すなわち相手競技者に物が当たった、あるいは

当たったであろう地点から、相手チームの直接フリーキックによりプレーを

再開する。

12. 競技者がテクニカルエリアに座っている人に物、例えば靴を投げつけた。主

審のとるべき処置は何か？

プレーを停止し、その競技者を乱暴な行為により退場させ、物が投げられた

地点から間接フリーキックによってプレーを再開する。

13. ボールがインプレー中、交代要員が相手チームの競技者に物、例えば靴を投

げつけた。主審のとるべき処置は何か？

プレーを停止し、その交代要員を乱暴な行為により退場させる。プレーを停止

したときボールのあった地点で相手チームの間接フリーキックによりプレー

を再開する。

14. 自陣のペナルティーエリア内に立っている競技者が主審を打った。主審のと

るべき処置は何か？

プレーを停止し、その競技者を乱暴な行為により退場させる。反則の起きた

地点で相手チームの間接フリーキックによりプレーを再開する。



15. 自分のペナルティーエリア内にいるゴールキーパーが手で持っていたボール

をグラウンドに置きペナルティーエリア外へドリブルして出た。それからペ

ナルティーエリア内に戻り再びボールを手で触れた。主審のとるべき処置は

何か？

相手チームに間接フリーキックを与える。

16. ボールを保持しているゴールキーパーが前線へける前にボールを弾ませた。

ボールを弾ませることは反則か？

反則ではない。競技規則の精神によれば、そのゴールキーパーは保持してい

るボールを離したとはみなされない。

17. ゴールキーパーがボールを弾ませている場合、相手競技者は危険なプレーの

反則を犯していなければ、ボールがグラウンドに触れたときにボールをプレ

ーしてもよいか？

プレーできない。

18. ゴールキーパーがボールを保持した後、手の上にボールを置いた。相手競技

者が後からやってきてゴールキーパーの手の上のボールをヘディングした。

これは許されるか？

プレーできない。

19. ゴールキーパーがボールをプレーに戻すためにキックしようとして手から離

したとき、相手競技者はボールがグラウンドに触れる前にインターセプトし

た。これは許されるか？

許されない。ゴールキーパーがボールを手から離そうとするのを妨げること

は反則である。ゴールキーパーがボールを手から離すこととボールをキック

することは１つの動作と考えられる。

20. ゴールキーパー以外の競技者が自分のペナルティーエリア内で腕で意図的に

ボールをプレーした。主審のとるべき処置は何か？

主審はペナルティーキックを与える。意図的なハンドの反則には手のみなら

ず腕の不正使用も含まれる。



第12条 ファウルと不正行為

21. 攻撃側チームによってスローインが行われ、ボールが守備側ゴールキーパー

の方へいった。ゴールキーパーがボールに触れることができず、守備側競技

者がボールをパンチしてクロスバーを越えさせた。主審のとるべき処置は何

か？

ペナルティーキックを与える。通常、主審はその競技者を反スポーツ的行為

により警告する。スローインから直接得点することはできないので、その競

技者は得点または決定的な得点の機会を阻止していない。

22. 競技者は、ボールがゴールに入るのを意図的なハンドの反則で妨げようとし

た。しかしながら、ボールはゴールに入った。主審のとるべき処置は何か？

主審はゴールを認め、その競技者を反スポーツ的行為により警告する。

23. 競技者は、ボールが相手競技者に渡るのを防ごうとして意図的にボールを手

で扱った。その競技者はボールに手で触れたが、相手競技者がボールを受け

るのを阻止できなかった。主審のとるべき処置は何か？

アドバンテージが認められる場合、次にプレーが停止したときに反則した競

技者は反スポーツ的行為により警告される。

24. ボールがプレーできる範囲にない時競技者がチャージされた。主審のとるべ

き処置は何か？

主審は相手競技者へのチャージが不用意であると判断した場合、直接フリー

キック またはペナルティーキックを与える。

25. 競技者が身体を接触させ相手競技者の前進を妨げた。主審のとるべき処置は

何か？

反則した競技者は相手競技者を抑さえたことにより直接フリーキック また

はペナルティーキックで罰せられる。



26. 試合にすでに出場したかどうかにかかわらず、攻撃的な、侮辱的な、あるい

は下品な発言や身振りをしたことで、主審がレッドカードを示し、交代要員

がテクニカルエリアを離れて更衣室に行かなければならないということを伝

えることができるか？

できる。フィールド上にいるといないとにかかわらず、全ての競技者と交代

要員および交代によって退いた競技者は主審の権限のもとにある。レッドカ

ードの使用は、罰則が適用されたことを明らかに示すことになる。

27. 競技者が必要以上に長い間故意にボールの上に横たわっていた。主審はどの

ような処置を取るか？

主審はプレーを停止し、その競技者を反スポーツ的行為により警告し、間接

フリーキックでプレーを再開する。

28. 主審が警告したところ、その競技者は不正行為について謝罪した。主審はそ

の出来事を報告しないとすることができるか？

できない。全ての警告を報告しなければならない。

29. ボールにチャレンジしている競技者が、ゴールエリア内にいる相手ゴールキ

ーパーに接触した。これは許されるか？

ボールにチャレンジすることは許されている。そのチャレンジが、不用意に、

無謀に、あるいは過剰な力で、ゴールキーパーに飛びかかる、チャージする、

あるいはゴールキーパーを押すものである場合に限りその競技者は罰せられ

る。

30. ２人あるいはそれ以上の競技者が同時に１人の相手競技者にチャレンジする

ことは許されるか？

そのチャレンジが正当なものであるならば許される。

31. 守備側競技者がペナルティーエリアの外で相手を抑さえ始めたが、ペナルテ

ィーエリア内に入ってそれをやめた。主審のとるべき処置は何か？

主審はペナルティーキックを与える。



第12条 ファウルと不正行為

32. 競技者が足を上げ危険な方法でプレーして、ボールをヘディングしようとし

ている相手競技者の頭に接触した。主審のとるべき処置は何か？

主審は直接フリーキック またはペナルティーキックを与える。

33. 競技者がオフサイドポジションにいて副審が旗を上げたが、主審はその合図

を見なかった。守備側競技者が相手側競技者の決定的な得点の機会を阻止し

た。主審はプレーを停止して、そのとき初めて副審の合図を見た。主審のと

るべき処置は何か？

ａ) 主審が副審のオフサイドの合図を認めた場合は、決定的な得点の機会は

起こらなかったので、その守備側競技者は退場させない。守備側チーム

の間接フリーキックで試合を再開する。

しかし、その守備側競技者の行為自体が警告を与えるあるいは退場を命

じるべき反則であると主審が判断した場合は、その守備側競技者は処罰

されることがある。

ｂ) 主審がオフサイドの反則が起きたと認めない場合は、その守備側競技者

を決定的な得点の機会を阻止したことにより退場させ、攻撃側の直接フ

リーキック またはペナルティーキックでプレーを再開する。

34. 競技者がオフサイドポジションにいて副審が旗を上げたが、主審はその合図

を見なかった。守備側競技者が相手競技者を乱暴に殴った。主審はプレーを

停止して、その時初めて副審の合図を見た。主審のとるべき処置は何か？

ａ) 主審が副審のオフサイドの合図を認めた場合は、その守備側競技者を乱

暴な行為により退場させ、守備側チームの間接フリーキックでプレ

ーを再開する。

ｂ) 主審がオフサイドの反則が起きたと認めない場合は、その守備側競技者

を乱暴な行為により退場させ、攻撃側チームのペナルティーキックまた

は直接フリーキックでプレーを再開する。



35. 競技者がフィールドから離れる許可を求めた。そして、その競技者はフィー

ルドから離れようと歩いているとき、ボールが来たのでキックしてゴールへ

入れた。主審のとるべき処置は何か？

その競技者は反スポーツ的行為により警告される。違反が起きた地点から相

手側チームの競技者が行う間接フリーキックによって試合は再開される。

36. 競技者が乱暴な行為を犯したことを副審が合図した。主審は反則があったこ

とも合図も見落とし、反則した競技者のチームが得点した。そこで主審は副

審の合図を見た。主審のとるべき処置は何か？

プレーが再開されていない限り得点を認めず、反則をした競技者に退場を命

じ、直接フリーキック またはペナルティーキックで試合を再開する。

37. 得点があったあと、主審は副審からの合図に気付いた。副審はボールがゴー

ルに入る前に得点をしたチームのゴールキーパーが自陣のペナルティーエリ

ア内で相手競技者を乱暴に殴ったことを主審に告げた。主審のとるべき処置

は何か？

得点を認めず、ゴールキーパーに乱暴な行為により退場を命じ、相手チーム

にペナルティーキックを与える。



第13条 フリーキック

1. 自分のペナルティーエリアの外側からフリーキックを行った競技者が、ボー

ルが他の競技者にプレーされる前にボールを再び意図的に手で扱った。主審

のとるべき処置は何か？

主審はより重大な反則を罰する。直接フリーキックを与えるか、あるいは反則

がペナルティーエリア内で起こった場合は、ペナルティーキックを与える。

2. チームに、そのチームのペナルティーエリア内でフリーキックが与えられた。

キックしたボールがペナルティーエリア内にいる味方競技者に当たり、その

ボールがゴールに入った。主審のとるべき処置は何か？

ボールはペナルティーエリアの外に出るまでインプレーにならないので、キ

ックを再び行う。

3. 競技者が、ゴールキックあるいは自分のペナルティーエリアからフリーキッ

クを行うとき、相手競技者はいつペナルティーエリアに入ることができる

か？

ボールがペナルティーエリアの外に出るまで、相手競技者はペナルティーエ

リアに入ることができない。

4. 片足あるいは両足を同時に用いてボールを持ち上げるフリーキックを行うこ

とができるか？

できる。ボールがけられ、移動したときにボールはインプレーになる。

5. 自分のチームに与えられたフリーキックを行うとき、競技者は相手競技者を

混乱させるため戦術的にフェイントを用いることができるか？

フェイントはサッカーの一部であり、用いることができる。しかし、ボール

がインプレーになる前、ボールから9.15ⅿ(10 s)以内に侵入した相手競技

者は、規定の距離を守らないことにより警告される。



6. 攻撃側チームに相手ペナルティーエリアの外側で間接フリーキックが与えら

れた。主審は間接フリーキックを示す腕を上げ忘れた。ボールがけられ、直

接相手ゴールに入った。主審のとるべき処置は何か？

主審の誤りなのでフリーキックをやり直す。間接フリーキックで罰したもと

の反則は、主審の過ちによって消えることはない。

7. 競技者が素早くフリーキックを行いボールがゴールに入った。主審は間接フ

リーキックであるという合図を行うことができなかった。主審のとるべき処

置は何か？

主審は間接フリーキックのシグナルを示すことができなかったが、もとの反

則は間接フリーキックであったため、フリーキックを再び行うことを命ずる。

8. フリーキックが与えられ、競技者は素早くキックした。ボールから9.15m以内

にいる相手競技者がボールをインターセプトした。主審のとるべき処置は何

か？

主審はプレーを続けさせる。

9. フリーキックが与えられ、競技者は素早くキックした。ボールの近くにいる

相手競技者が意図的にそのキックを妨害した。主審のとるべき処置は何か？

プレーの再開を遅らせたことにより、その競技者に警告を与えイエローカー

ドを示す。



第14条 ペナルティーキック

1. ゴールキーパーがゴールライン上から前方に動いたので、主審はペナルティ

ーキックを再び行うことを命じた。２度目のペナルティーキックを別の競技

者が行ってもよいか？

別の競技者が行ってもよい。

2. ペナルティーキックが行われるとき、ボールがけられる前にゴールキーパー

が前進してゴールラインより前方でボールをインターセプトした。主審のと

るべき処置は何か？

ペナルティーキックを再び行う。

3. 主審が合図する前に競技者がペナルティーキックを行った。主審のとるべき

処置は何か？

主審はキックを再び行うことを命じる。

4. ペナルティーキックが行われるとき、主審が必要な合図を送った後、キック

を行う特定した競技者の味方競技者が前進し、代わりにキックを行った。主

審のとるべき処置は何か？

主審はプレーを停止し、違反が起きた、すなわち9.15ⅿ以内に侵入したとこ

ろから守備側チームの間接フリーキックによって試合を再開する。その競技

者を反スポーツ的行為により警告する。

5. ペナルティーキックが行われるとき、ボールがゴールポストおよびクロスバ

ーのいずれか一方あるいは両方に当たって破裂した。主審のとるべき処置は

何か？

ボールがゴールポストあるいはクロスバーに当たって直接ゴールに入った場

合、得点を認める。

ボールがはねかえって、そのままインプレーであった場合、主審はプレーを

停止し、ボールを交換してドロップボールによりプレーを再開する。 ２番

目の状況が時間を追加しているときに起こった場合は、試合を終了する。



6. 前半または後半の終了時にペナルティーキックを行う、あるいはやり直しを

するために時間を追加したとき、または『ペナルティーマークからのキック』

の進行中に、ボールがゴールラインを越えることなく、ゴールポスト、クロ

スバーあるいはゴールキーパーに触れる前に異常になった。主審のとるべき

処置は何か？

新しいボールでペナルティーキックをやり直さなければならない。

7. 主審はペナルティーキックを行う合図をした。そのとき攻撃側の競技者がペ

ナルティーエリアの外で相手競技者を乱暴に殴ったことに主審が気付いた。

主審のとるべき処置は何か？

主審はそのままキックを行わせる。ボールがゴールに入った場合、キックを

再び行う。ボールがゴールに入らなかった場合、プレーを停止し、乱暴な行

為で競技者に退場を命じる。プレーが停止されたときにボールがあった場所

から守備側チームの関接フリーキックで試合を再開する。

8. ペナルティーキックを行う競技者がボールを味方競技者にヒールキックで後

方にけり、そのボールを味方競技者がゴールに入れた。主審のとるべき処置

は何か？

主審はプレーを停止する。ペナルティーマークから守備側チームに間接フリ

ーキックで試合を再開する。

これは、第14条の進め方に違反していると判断される。

9. ペナルティーキックを行う競技者がボールを前方にけり、味方競技者が走り

込んで得点した。これは認められるか？

ペナルティーキックの進め方が正しく行われているならば、認められる。

10. インプレー中、ボールが相手のペナルティーエリア内にある時、自分のペナ

ルティーエリア内に立っている守備側競技者が相手競技者を乱暴に打った。

主審のとるべき処置は何か？

プレーを停止する。守備側競技者の相手チームにペナルティーキックを与え、

乱暴な行為によりその守備側競技者を退場させる。



第14条 ペナルティーキック

11. フィールドが水びたしのため、競技者がペナルティーキックを行うときにペ

ナルティーマークの横にボールを置いた。これは認められるか？

認められない。

12. ペナルティーキックを行うために時間を追加した。キックが行われる前にゴ

ールキーパーは交代できるか？

できる。ゴールキーパーはフィールド上にいる資格のある別の競技者と入れ

替わる、あるいは最大数の交代を行っていない場合は交代要員と交代できる。

13. ペナルティーキックを行う競技者がボールをキックする前にフェイントを使

った。これは認められるか？

認められる。



試合の勝者を決定するためのペナルティーマークからのキック

ａ) ペナルティーマークからのキックは試合の一部であるか？

一部ではない。

ｂ) 競技会規定に明記されているにもかかわらず、試合あるいはホームアンドア

ウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルティーマークからのキックを両

チームの主将が拒否することに合意した。主審のとるべき処置は何か？

主審は競技会の関係機関に状況を報告する。

ｃ) ペナルティーマークからのキックを行う競技者を選ぶ責任は誰にあるか？

試合が終了したときにフィールド上にいる競技者からキックを行う競技者と

その順番を選ぶのは、それぞれのチームの責任である。

ｄ) 試合あるいはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルテ

ィーマークからのキックを行っているとき、ボールがゴールポストもしくは

クロスバーに当たり、ゴールラインを越えることなく破裂した。キックを再

び行うべきか？

再び行うべきではない。

ｅ) 試合あるいはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルテ

ィーマークからのキックに、負傷している競技者の参加を免除してもよい

か？

免除してもよい。ただし、他の競技者と交代することはできない。

ｆ) 試合あるいは延長の終了時に数人の競技者がフィールドを離れ、試合あるい

はホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルティーマーク

からのキックに戻ってこなかった。主審のとるべき処置は何か？

負傷していない全ての競技者は、ペナルティーマークからのキックに参加し

なければならない。フィールドを離れた競技者がフィールドへ戻らない場合、

キックを行わず、主審はその出来事を関係機関に報告する。



試合の勝者を決定するためのペナルティーマークからのキック

ｇ) 試合あるいはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルテ

ィーマークからのキックが行われている間に、競技者は警告される、あるい

は退場させられることがあるか？

ある。

ｈ) 試合あるいはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定するためのペナルテ

ィーマークからのキックが行われようとしているとき、交代要員を使ってい

ないチームは、キックが行われる前に１人もしくはそれ以上の競技者を交代

要員と交代させることができるか？

できない。試合終了時にフィールド上にいた競技者のみが参加できる。

ｉ) 延長戦終了後、ペナルティーマークからのキックが行われる前、あるいは行

われている間に、スタジアムの照明が故障した。主審のとるべき処置は何か？

主審は照明を修復するため、妥当な時間をとることを認める。事態が改善さ

れない場合は競技会規定に従って結果を決定する。

ｊ) ペナルティーマークからのキックを行っている間に、ゴールキーパーが退場

させられた。ゴールキーパーは登録された交代要員と交代できるか？

できない。

ｋ) ペナルティーマークからのキックを行っている間にゴールキーパーが負傷し、

プレーを続けることができなかった。ゴールキーパーは交代要員と交代でき

るか？

許されている最大数の交代をまだしていなければ交代できる。

ｌ) ペナルティーマークからのキックを行っている間に、一方のチームが７人よ

り少なくなった。主審はペナルティーマークからのキックを中止すべきか？

中止すべきではない。ペナルティーマークからのキックは試合の一部ではな

い。



ｍ) ペナルティーマークからのキックを行っている間に、１人または数人の競技

者が負傷した、もしくは退場させられた。主審は両チーム同数の競技者がセ

ンターサークル内にとどまっていて、キックを行うことをさせなければなら

ないか？

同数にする必要はない。ペナルティーマークからのキックの開始時にのみ両

チームの人数を同数にそろえる。



第15条 スローイン

1. ボールはタッチラインを越えてアウトオブプレーとなったが、スローインが

行われる前に一方の競技者が意図的に相手競技者をけった。主審のとるべき

処置は何か？

主審は、乱暴な行為によりその競技者を退場させ、スローインでプレーを再

開する。

2. 競技者がスローインを行った。ボールはフィールド内に入らずタッチライン

の外側に出たままだった。主審のとるべき処置は何か？

スローインを再び行わせる。

3. 競技者がスローインを正しい方法で行ったが、ボールを相手競技者の頭に意

図的に投げつけた。主審のとるべき処置は何か？

その競技者が反スポーツ的行為、あるいは乱暴な行為を犯していると主審が

判断した場合、プレーを停止する。その行為の程度によって主審はその競技者

を警告するか退場させる。反則が起こった地点、すなわちボールが相手競技

者に当たった地点から、相手チームの直接フリーキック あるいはペナルテ

ィーキックでプレーを再開する。

4. スローアーがスローインをする時に、タッチラインから離れてよい最大距離

はあるのか？

ない。スローインはボールがフィールドから出た地点から行われるべきであ

る。

5. スローインする競技者のそれぞれの足の一部がタッチライン上あるいはタッ

チラインの後方にあった。あるいはその競技者の足の一部がラインの内側に

あって、両足のかかとがタッチライン上にあった。これは認められるか？

それぞれの足の一部がタッチライン上、あるいはタッチラインの後方にあっ

てグラウンドについているならば、認められる。



6. スローインは正しく行われなかったが、ボールが相手競技者に直接渡った。

アドバンテージ条項を適用してプレーを続けさせることができるか？

できない。相手チームの競技者がスローインを再び行う。

7. 競技者がひざまずいて、あるいは座ってスローインを行うことは認められる

か？

認められない。競技規則にある進め方を正しく行っている場合のみスローイ

ンは認められる。

8. 競技者がスローインを行った。その競技者がボールを直接味方のゴールキー

パーに投げ、ゴールキーパーはボールがゴールに入るのを両手で止めようと

してボールに触れたが、ボールはゴールに入った。主審のとるべき処置は何

か？

アドバンテージを適用することができるので得点を認める。



第16条 ゴールキック

1. ゴールキックが正しく行われ、ボールはペナルティーエリアを出たが、他の

競技者がボールに触れる前にゴールキックを行った競技者が意図的に手でボ

ールをプレーした。主審のとるべき処置は何か？

相手チームに直接フリーキックを与える。

競技規則に従って、その競技者に懲戒罰を与えることもある。

2. ゴールキックが行われて、ボールがペナルティーエリアを出る前に、相手競

技者がペナルティーエリア内に入り、守備側競技者によってファウルをされ

た。主審のとるべき処置は何か？

その反則の内容によってその競技者を警告し、あるいは退場させ、ゴールキ

ックを再び行う。

3. 競技者がゴールキックを行ったとき、ボールがペナルティーエリア内にいる

主審に当たったが、その後ボールはインプレーになった。主審のとるべき処

置は何か？

処置する必要はない。ボールはフィールド内の主審からはね返ってもインプ

レーのままである。

4. 競技者がゴールキックを行ったが、ボールはペナルティーエリアの外に出ず

にゴールラインを越えた。主審のとるべき処置は何か？

ゴールキックを再び行う。



正しくない

正しい

正しい
正しい

第17条 コーナーキック

1. コーナーキックが行われるとき、４分円の中へのボールの正しい置き方はど

れか？

以下の図は正しい置き方と正しくない置き方を表している。

2. インプレーになるには、ボールがコーナーアークから出る必要があるか？

その必要はない。ボールはけられて移動した時、インプレーとなる。




